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写真 5 標高 3000m以下に広がる雲海．
写真 2 Uhuru-Peak 手前から見下ろす
南稜のレブマン氷河．






キリマンジャロは南緯 3度の赤道直下に聳える標高 5895m のアフリカ最高峰である．数多くの研究者が
氷河の縮小を指摘し，温暖化問題の象徴として扱われてきた（e.g. Kaser et al., 2004；Thompson et al.,
2009）．インド洋を中心とした広域循環場が引き起こす東アフリカの乾燥化や水蒸気移流場の変調要因を解
析する研究も進んでいる（Hastenrath et al., 2007；Collier et al., 2018）．消えゆく氷河を一目見るために，
2018 年 8月 16日にウルフピークまで登攀した．この時撮影された風景を紹介する．
中腹から見上げると，南稜の西の頂きにわずかな青色の氷体が見えるにすぎない（写真 7）．しかし，巨視
的に見ると，稜線から延びる複数の谷が目の前でサイドモレーンを形作り，最終氷期には巨大な氷河群が標高
















もあり（e.g. Pepin et al., 2010；
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写真 7 標高 4000m付近からキリマンジャロ南斜面を望む．
左上は氷河域の拡大，右上は現地でのスケッチ．
